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唐 農 第 2345 号 

令和 6 年８月 21 日 

各  位 

唐津農林事務所東松浦農業振興センター長 

 

稲作情報第６号（普通期水稲） 

１．気象概要 （ アメダス： 唐 津 地 点 ）  

 

８月に入り３半旬まで降水が無く、晴天が続き、日照時間が長く、猛暑となっている。 

今週は曇りや雨の日も見込まれるが高温乾燥状態が続いており、水管理等に注意 

する。 

 

２．生育状況 (調査日：８月１９日) 

 

月 半旬
平年 R6 平年 R6 平年 R6 平年 R6 平年 R6

1 24.7 27.8 28.0 31.1 22.2 25.4 87.3 93.5 15.2 28.3
2 25.3 29.3 28.7 32.7 22.8 26.8 92.9 7.0 19.9 39.4

７ 3 26.0 24.7 29.6 28.1 23.2 22.8 74.1 110.5 26.4 6.0
4 26.6 28.9 30.5 33.3 23.6 25.6 45.1 14.0 31.7 36.4
5 27.3 29.6 31.4 35.0 24.3 26.3 26.5 13.5 35.6 48.3
6 28.0 29.5 32.2 34.5 24.9 25.7 24.5 10.0 47.6 63.3
1 28.3 30.4 32.5 36.2 25.0 26.6 20.9 0.0 41.3 54.2
2 28.2 29.5 32.3 34.6 25.0 25.8 26.8 0.0 39.4 60.5
3 27.9 28.3 32.0 33.4 24.8 24.4 35.3 0.0 36.8 54.2

平均気温 　最高気温 　最低気温    降水量
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　日照時間
（℃）    （℃）    （℃）    （㎜）    （ｈ）

項目 

品種 

設置場所 

 

年 次 

 

草 丈 

cm 

茎数 

本／㎡ 

主 幹 

出葉数 

L 

葉色 

SPAD 
概 要 

さがびより 

唐 津 市 相 知 町

相知 

6/20 移植 

本年値 ７ ５.８  4３６  1４.７  3５.０  ・草丈は低い 

・茎数はやや多い 

・出葉はやや早い 

・葉色は薄い 

平年値 7８.９  4１２  1４.４  3６.２  

平年比 ９６  10６  ＋0.３  -１.2 
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（１）山間早植え 

山間早植えの「コシヒカリ」は糊熟期となり、登熟は順調に進んでいる。 

  高温乾燥のため中干し以降、水が全体に行きわたらない圃場も見受けられる。 

   

（２）普通期水稲 

・「夢しずく」 

作況圃の「夢しずく」は 8 月 10 日に出穂期となった。（平年より 3 日早い） 

「夢しずく」の出穂は平年より早く、穂揃い期からから乳熟期となっている。 

・「さがびより」 

草 丈 は低く推 移 している。茎 数 について生 育 前 半 は日 照 不 足 により平 年と比 較 して少

なく推 移 していたが、天 候 の回 復 に伴 い分 げつ茎 の発 生 も旺 盛 となり、充 実 した茎 が

平年並み以上確保できた。 

  8 月 1９日に「さがびより」作況圃場でウンカ類幼虫を５頭確認した。（２５株払落し） 

 

◎「さがびより」作況圃の生育グラフ（相知町相知）  

    
 

   
 

 

３．今後の管理 
（１）山間早植え 

1）栽培管理 

・登熟期後半となるので子実の充実のため、間断潅水により根の活力維持を図る。 

・本年は高温乾燥により、中干し以降水が十分に溜まらない圃場も見受けられるので、 

そのような圃場では全体に水が行きわたるように努める。 
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 2)病害虫管理 

・「穂いもち」が見られる場合は、地域の栽培暦に従って速やかに防除を行う。 

 ただし、登熟期後半 になっているので使用時期の収穫前日数に注意する。 

また、特別栽培認証制度を申請した圃場では、農薬成分カウント数に注意する。 

・本年はトビイロウンカの飛来が連続しており、多発生が懸念される。発生予察情報を

参考に、圃場の発生状況を確認して適期防除に努める。 

 

（２）普通期水稲 

 1)栽培管理 

・「さがびより」は出穂前となる、出穂期から穂揃い期は開花し受粉を行うため、イネの一 

生の中で最も水を必要とする時期となる。 

出穂期から穂揃い期は圃場の水を切らさないよう管理に努める。 

 

3)病害虫・雑草管理 

 ・「さがびより」において上位葉に病斑がある場合は穂いもちが懸念されるので出穂前 

の防除を行う。 

なお、特栽申請している圃場では農薬成分カウント数に注意する。 

 

・本年はトビイロウンカの連続した飛来が見られた。8 月 1９日の調査では「さがびより」

圃 場でウンカ類幼 虫を確認した。防除にあたっては、発 生予 察情報 を参 考とし、ほ場 の

発 生 状 況 を確 認 して適 期 防 除 に努 める。防 除 を行 う場 合 には湛 水 をするとともに、株

元まで薬剤が十分にかかるように散布する。 

 

・地域によってはコブノメイガが発生している圃場が見られる。発生 予察情報を参考とし 

て圃場での発蛾最盛期（成虫発生盛期）を確認し、その 1 週間後に防除を行う。 

 

・カメムシ類の発生は多い、耕種的防除として出穂 10 日前までには畦畔の草刈りを終 

える。出穂直後に草 刈 りを行うとカメムシ類 が圃場に侵 入し、被 害を助長するので注 意

する。 

薬剤防除は、乳熟期（穂ぞろい期の約 10 日後）の防除を徹底し斑点米の被害防止

を図る。 
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イネウンカ類・コブノメイガのトラップ捕獲状況 

 

 ※7 月中旬以降トビイロウンカの飛来は無い 
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トビイロウンカ発生予測（佐賀県農業技術防除センター情報を改編） 

ウンカ防除適期② 

８/２３～2９頃 

ウンカ防除適期① 

8/15～21 頃 
 

 

 ウンカ防除適期③ 

９/1０～2０頃 
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コブノメイガ発生予測（佐賀県農業技術防除センター情報を改編） 

 
 
 
 
 

コブノメイガ防除適期① 

８/１０～1７日頃 

コブノメイガ防除適期② 

8/２２～２９日頃 

 

 

 
コブノメイガ防除適期③ 

９/１３～２０日頃 
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東松浦農業振興センター

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

             アメダス観測値（唐津）
令和6年産　稲作期間気象図
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